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　あすなろ幼稚園では、月２回程、園児全員で追分会館に出向き、
追分に触れる授業を行っています。
　子どもたちは、正師匠の杉山由夫さんから手ほどきを受け、「か
もめ～」と熱唱。一所懸命、追分に取り組んでいました。

江差町議会だより
■発行・北海道江差町議会
■編集・議会広報特別委員会
〒 043-8560
北海道檜山郡江差町字中歌町 193 番地の 1
 ☎［0139］52-6713（直通）

江差町議会だより

　平成27年９月定例会が９月14日から15日に行わ

れ、条例の一部改正や予算補正など提案された案件

を審議し、原案どおり可決しました。

　また、改選後初めての一般質問が行われ、８人の

議員がさまざまな観点から町政に問いかけました。

追分に触れて  ～園児が熱唱～

改選後初めての一般質問
に８人が登壇
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８月11日～

新議員の任期が始まりました！
　任期満了に伴う町議会議員選挙が７月 26 日に行われました。
15 人が立候補し、激しい選挙戦が繰り広げられ、26 日の即日開
票の結果、12 人の当選者が決定しました。
　８月 11 日から議員の任期がスタートし、18 日の初議会を経て
議長、副議長、各常任委員会等の委員長や副委員長が決定しまし
た。任期は平成 31 年８月 10 日までとなります。

若山明廣議員

小林くにこ議員

室井正行議員

西海谷望議員

小野寺真議員

塚本眞議員

飯田隆一議員

小梅洋子議員

小笠原淳夫副議長

薄木晴午議員

萩原徹議員

打越東亜夫議長

委 員 長 薄木　晴午
副委員長 小野寺　真
委 員 小笠原淳夫
委 員 若山　明廣
委 員 萩原　　徹

委 員 長 萩原　　徹
副委員長 塚本　　眞
委 員 飯田　隆一
委 員 小野寺　真
委 員 小笠原淳夫
委 員 西海谷　望

委 員 長 室井　正行
副委員長 小梅　洋子
委 員 薄木　晴午
委 員 若山　明廣
委 員 小林くにこ

委 員 長 萩原　　徹
副委員長 西海谷　望
委 員 小梅　洋子
委 員 塚本　　眞
委 員 小林くにこ

議会運営委員会 総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 広報特別委員会

８人が一般質問！
追分会館条例、元の条例に戻す一部改正を賛成多数で可決

９月 14日～ 15 日
第３回定例会

江差追分会館条例の一部改正について、提案理由を説明する
小梅洋子議員

　第３回定例会では、各会計決算認定や条例の一部改正、補
正予算等が提案され、いずれも原案どおり可決し、閉会しま
した。
　一般質問は、初めて当選した議員４人を含む８人が行いま
した。
　また、江差追分会館条例の一部改正についても審議が行わ
れ、これまでに一部改正したパスポート制（１家族年 1,000 円、
12 月１日～）などをやめ、当初の条例の状態に戻す一部改
正が、議員発議（小梅議員提出）で提案され、賛成多数で可
決しました。これにより、これまで同様に、追分会館は観覧
料を支払って施設を見学することになります。
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９月 14日～ 15 日第３回定例会

こんなことが決まりました！
健全化判断比率等の報告 決算認定

　各会計の平成 26 年度決算認定について、閉
会後開催される決算審査特別委員会に付託。
・一般会計歳入歳出決算
・国民健康保険費特別会計歳入歳出決算
・後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
・介護保険特別会計歳入歳出決算
・公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
・公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算
・港湾整備事業特別会計歳入歳出決算
・奨学金特別会計歳入歳出決算
・水道事業会計決算

昨年の決算審査特別
委員会の現地視察の
ようす（産廃処分施
設を見学）

　実質公債費比率１４．９％
　早期健全化基準の 25％と比較すると 10.1 ポ
イント下回っている。前年度と比較すると 0.7
ポイントさらに改善されている。

将来負担比率９５．１％
　早期健全化基準の 350.0％と比較するとこれ
を下回っている。ただし、前年度と比較する
と 6.0 ポイント上昇している。

名誉町民・人事
・名誉町民が決定
　前江差町長　　　　　濱谷一治氏
　江差追分会名誉師匠　青坂　満氏
　名誉町民は、町政の振興発展に特に顕著な
功労があり、町民に深く敬慕され、または広
く社会文化の興隆に寄与し、町民が郷土の誇
りとすることができる者を議会の議決を経て
決定する。
・教育委員会委員の任命
　高岡広明氏　（橋本町・56 歳・再任）
　任期は平成 31 年９月 30 日までの４年間。

その他
　加入している各組合規約の変更を審議
・北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約
　の変更
・北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
・北海道市町村総合事務組合規約の変更

継続費精算

　江差中学校改築整備
　平成 24 ～ 26 年度で行われた江差中学校改
築整備にかかる継続費の精算報告。
計 画 額：14 億 9,700 万円
支出済額：14 億 5,060 万 8,044 円

条例改正
個人情報保護条例の一部改正
　番号法※施行に伴い、特定個人情報（マイ
ナンバー等）を含めた内容で条例を整備。
手数料条例の一部改正
　番号法※施行に伴い、規定による通知カー
ド等の再発行に伴う手数料の新設。
　※行政手続における特定の個人を識別するための番号の
　　利用等に関する法律

江差追分会館条例の一部改正
　追分会館条例のパスポート制（１家族年 1,000
円、12 月 1 日〜）等の改正を行う前の、当初
の条例に戻す一部改正を議員発議で提案、可
決した。

※予算補正の内容は 13 頁に単独で掲載しています。
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意 見 書 を 提 出
　９月定例会では７件の意見書を提出、３件を可決し、関
係行政機関へ提出しました。
◆林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化
　を求める意見書
◆地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書
◆ＩＣＴ利活用による地域活性化とふるさとテレワークの
　推進を求める意見書

議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一
般
質
問

八
議
員
が
町
政
を
問
う

江差町ほか２町学校給食組合から厚沢部町の脱退について
　江差町、上ノ国町、厚沢部町の３町で構成している「江
差町ほか２町学校給食組合」から、厚沢部町が平成29年４
月を目途に脱退する旨の通知が去る９月10日付けで厚沢部
町長からあった。
　厚沢部町では、少子高齢化が進むことにより、豊かな食
生活と健康づくりは重要な課題であるとし、その解決策と
して学校給食のほかに幼児や高齢者にも地元食材を生か
し、雇用の拡大と人口減少対策の役割を持つ施設として
「総合給食センター」を整備する考えである。
　本件については、一昨年から脱退の方向性の申し出はあ
ったが、今般正式に通知を受け取ったので、脱退までの期
間に必要な協議を重ねるとともに、その後の学校給食の提
供については、上ノ国町と鋭意協議を進めていきたいと考
えている。
　現時点で今後に係る具体的なことは何も定まっておら
ず、３町との協議と共に上ノ国町との協議を進めながら、
議会とも相談の場を設けることとなるので、ご理解頂きた
い。

第 3 回定例会行政報告

行
政
報
告
す
る
照
井
町
長
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9 月定例会　一般質問

　

整
備
計
画
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
方
向
性
、
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

建
設
予
定
地
、
３
方
式
あ

る
運
営
方
式
、
10
億
円
以
上

か
か
る
と
さ
れ
る
建
設
資
金

の
財
政
見
通
し
は
。

　

起
債
償
還
と
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

　

検
討
委
員
会
の
議
論
の
内

容
は
。　

現
在
、
役
場
内
に

検
討
委
員
会
を
設
置
し
方
向

性
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　

運
営
方
法
は
、公
設
公
営
、

民
設
民
営
、
公
設
民
営
の
そ

れ
ぞ
れ
の
利
点
と
課
題
を
示

し
な
が
ら
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

財
政
見
通
し
は
、
補
助
金

を
確
保
し
、
残
り
は
起
債
と

想
定
し
て
い
る
。

　

建
設
予
定
地
は
、
移
転
改

築
が
基
本
で
、
総
合
的
に
判

断
し
、
定
員
数
、
施
設
規

模
、
改
築
時
期
を
検
討
し
て

い
く
。

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
重
視
す
べ
き
事
項
と
認
識

し
て
い
る
。

　

検
討
委
員
会
で
の
内
容
を

踏
ま
え
、
議
会
と
相
談
、
協

議
の
上
、
本
年
度
中
に
一

定
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た

い
。

　

町
内
小
学
校
で
は
、
１
年

生
か
ら
６
年
生
合
わ
せ
る

と
、20
人
の
児
童
が
在
籍
し
、

管
内
で
も
非
常
に
多
い
児

童
、
生
徒
を
抱
え
て
い
る
。

　

３
町
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
の
声
を
反
映
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

江
差
高
校
管
内
の
状

況
は
。

　

高
等
支
援
学
級
等
の
誘
致

の
方
向
は
。

　

特
別
支

援
学
級
に
江
差
は
11
人
、
上

ノ
国
、
厚
沢
部
、
乙
部
、
３

町
で
５
人
、
計
16
人
在
籍

し
て
い
る
。
卒
業
後
の
進
路

は
、
今
金
養
護
か
七
飯
養
護

い
ず
れ
か
に
進
学
す
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

投
票
率
が
低
い
原
因
と
そ

の
対
策
は
。
投
票
時
間
の
見

直
し
の
考
え
は
あ
る
か
。

　

郵
便
投
票
制
度
の
周
知
、

啓
も
う
は
。

　

選
挙
年
齢
の
18
歳
以
上
へ

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
周
知
等
を
図
っ
て
い

く
の
か
。

　

成
人
式
で
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
、
引
き
続
き
棄
権

防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　

国
政
や
道
選
挙
は
標
準
投

票
区
が
あ
る
た
め
繰
り
上
げ

投
票
は
困
難
だ
が
、
町
長

選
や
町
議
選
は
可
能
。
し
か

し
、
午
後
６
時
以
降
に
投
票

し
た
人
が
１
割
い
る
こ
と
か

ら
選
管
で
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

郵
便
投
票
制
度
は
引
き
続

き
周
知
し
て
い
く
。

　

選
挙
年
齢
引
下
げ
は
、
道

選
管
と
と
も
に
江
差
高
等
学

校
や
江
差
高
等
看
護
学
院
へ

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　

時
間
を
短
縮
し
た
場

合
の
人
件
費
を
含
め
た
選
挙

費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

郵
便
投
票
の
周
知
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
人
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
。
そ
う
い

う
人
に
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
。

　

選
挙
の
時
間

外
手
当
は
１
時
間
で
10
万
円

強
。
立
会
人
は
１
日
い
く
ら

の
た
め
、
時
間
短
縮
し
て
も

変
化
な
い
。

　

郵
便
投
票
対
象
は
、
総
体

で
約
280
人
い
る
。
う
ち
制
度

を
利
用
し
て
い
る
の
は
12

人
。
施
設
入
所
率
も
高
い
た

め
施
設
で
不
在
者
投
票
も
で

き
る
。
今
後
連
携
し
て
周
知

で
き
る
方
法
が
な
い
か
模
索

し
て
い
き
た
い
。

　

投
票
率
を
上
げ
る

努
力
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
改
め
て
方
法
含
め
、
周

知
の
決
意
は
。

　

投
票
時
間
は
段
階
的
に
繰

り
下
げ
し
て
も
十
分
投
票
率

は
向
上
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　

全
体
的
な
投

票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
周
知
は

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　

投
票
時
間
の
繰
り
下
げ
は

選
挙
管
理
委
員
会
で
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
生
徒
数
の
推
移
と
間

口
維
持
は
ど
う
か
。

　

特
別
支
援
学
級
の
あ
り
方

と
誘
致
は
。

　

町
内
の
２
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
の
生
徒
数
や
卒
業

後
の
進
路
等
の
実
態
は
。

　

平
成
31
年
か

ら
の
４
年
間
で
、
檜
山
全
体

で
、
１
学
級
か
ら
２
学
級
の

調
整
が
必
要
と
示
さ
れ
て
い

る
。

　

高
校
に
お
け
る
特
別
支
援

学
級
の
必
要
性
は
訴
え
て
き

て
い
る
。
配
置
計
画
を
見
極

め
な
が
ら
注
視
し
て
い
き
た

い
。

　

現
在
、
特
別
支
援
学
級
に

は
江
差
中
学
校
に
８
人
、
北

中
学
校
に
３
人
、
計
11
人
い

る
。 　

財
政
規
模
、
建
設
費

用
は
。

　

通
院
さ
れ
て
い
る
人
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

用
地
の
選
定
は
。

　

平
米
当
た

り
、
概
算
で
31
万
円
か
ら

40
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

通
院
は
日
常
化
し
、
１
日

当
た
り
３
・
７
人
、
平
均
１

日
２
・
１
往
復
と
な
っ
て
い

る
。　

候
補
地
の
決
定
、

早
期
改
築
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
や
る
べ
き
。

　

建
設
予
定
地

は
重
要
案
件
の
一
つ
。
資
料

集
め
を
さ
せ
て
い
る
。

　

年
度
末
ま
で
に
検
討
委
員

会
の
素
案
を
示
し
た
い
。

９月 18 日に行われたひのき荘敬老会のようす。
古いもので築 40 年以上経過した建物内は、傷みが激しく、入
所者のニーズに応えられない状況となっており、早期改築が求
められている。

町
長

再再
再副

町
長

再

町
長

総
務
課
長

再
再

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

再

教
育
長

ひ
の
き
荘
長

「
投
票
率
の
低
下
傾
向
と
対
策
に
つ
い
て
」

飯
田　

隆
一  

議
員
（
無
会
派
）

「
ひ
の
き
荘
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
と

　
　
　
　
　
　
　

方
向
性
に
つ
い
て
」

「
江
差
高
校
の
間
口
に
つ
い
て
」
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9 月定例会　一般質問

　

若
者
が
交
流
し
、
活
動
す

る
た
め
の
基
盤
整
備
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

若
い
世
代
に
耳
を
傾
け
る

機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　

若
者
が
主
体
的

に
、
ま
た
継
続
的
に
活
動
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
た
め
、
本
年
度
、
地
方
創

生
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し

て
、
若
者
交
流
促
進
事
業
を

予
算
付
け
し
、
現
在
、
団
体

と
事
業
内
容
に
関
し
て
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
若
い

世
代
が
自
主
的
に
集
い
、
意

見
を
出
し
合
い
、
活
動
す
る

場
面
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　

次
代
を
担
う
若
者
の
意
見

は
大
変
貴
重
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
早
い
時
期
に
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
で
意
見
交
換
が

出
来
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、

若
者
、
よ
そ
者
、
馬
鹿
者
が

必
要
。
よ
そ
者
と
し
て
の
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

４
月
か

ら
募
集
し
て
い
る
が
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
観
光
振

興
の
方
は
９
月
に
応
募
が
あ

り
、面
接
を
済
ま
せ
て
い
る
。

準
備
が
整
い
次
第
、
追
分
観

光
課
に
配
置
し
た
い
。

　

一
時
産
業
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
応
募
が
な
い
状
況
で

あ
り
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な
若
者

を
望
む
か
。

　

色
々
な
立
場
の
人

が
い
る
が
、
一
番
大
事
な
こ

の
江
差
を
愛
す
る
人
だ
と

思
っ
て
い
る
。
生
涯
を
こ
の

地
域
で
閉
じ
た
い
、
人
生
を

こ
の
江
差
で
完
結
し
た
い
と

い
う
人
を
応
援
し
て
い
き
た

い
。
特
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
挑

戦
す
る
人
を
後
押
し
し
た

い
。

　

江
差
町
に
お
け
る
育
て
る

漁
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

管
内
で
唯
一
、
中
間
育
成

施
設
を
有
し
て
い
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
の
漁
業
形
態
を
考

え
る
と
き
、
中
間
育
成
施
設

の
整
備
は
不
可
欠
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に

育
て
る
漁
業
の
取
り
組
み
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
増
養
殖
事
業
へ
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

　

中
間
育
成
施
設
を
整
備
、

運
営
す
る
に
は
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
幾
つ
か
の
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
、
種
苗
生
産
と

も
な
れ
ば
、
安
定
的
な
販
売

先
の
確
保
も
必
要
と
な
る
。

他
町
の
情
報
収
集
に
努
め
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

施
設
整
備
に
つ
い
て
、精
査
、

検
討
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

　

ソ
イ
や
メ
バ
ル
の
針

も
の
を
育
て
る
の
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
漁
業
者

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
栽
培
漁
業
振
興
公

社
等
の
知
恵
を
借
り
た
り
、

事
業
所
の
誘
致
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

一
部
増

殖
の
取
り
組
み
を
小
規
模
だ

が
し
て
い
る
。
有
力
な
魚
種

に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

中
間
育
成
の
施
設
は
、

色
々
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

特
に
財
政
問
題
等
を
整
理
し

て
、力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

江
差
中
学
校
、
江
差
北
中

学
校
野
球
部
は
合
同
チ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

団
体
協
議
等
の
部
活
動
の
考

え
は
。

　

学
校
が
主
体

的
に
部
活
を
求
め
る
生
徒

や
、保
護
者
の
理
解
も
頂
き
、

町
内
校
は
も
と
よ
り
、
部
員

不
足
が
生
じ
て
い
る
町
外
の

学
校
と
条
件
が
整
え
ば
、
合

同
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
色
々

な
面
で
支
援
を
し
た
い
。

　

サ
ッ
カ
ー
等
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
へ
の
支
援
策
は
あ

る
か
。

　

中
学
校

に
サ
ッ
カ
ー
部
が
無
い
た

め
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
コ
ラ
ソ

ン
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
加
盟
し
て
い
る
た

め
、
公
式
試
合
等
に
つ
い
て

は
町
有
バ
ス
の
利
用
が
可

能
。
中
体
連
同
様
の
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

６月に行われた「えさしワールドカフェ」。約 70 人の参
加者が江差の未来について熱く語り合った。ワールドカ
フェは、カフェのような和やかな雰囲気の中で、テーマ
ごとにメンバーを変えながら話し合うスタイルで行われ、
多くの町内に住む若者が参加した。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

再
再

町
長

町
長

再産
業
振
興
課
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

再

萩
原　

徹  

議
員
（
無
会
派
）

「
ま
ち
づ
く
り
の
若
者
の
参
画
に
つ
い
て
」

「
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
」

「
育
て
る
漁
業
の
推
進
に
つ
い
て
」
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水
稲
は
近
年
の
米
価
の
下

落
等
で
所
得
が
か
な
り
低
下

し
、
農
機
具
や
諸
資
材
の
値

上
げ
等
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
国
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
よ
り
、
更
に
外
国
米
の

輸
入
を
増
や
そ
う
と
し
て
い

る
。
よ
り
一
層
、
米
作
付
農

家
の
経
営
を
圧
迫
し
か
ね
な

い
状
況
に
あ
る
。町
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
稲
作
経
営
に
対
す
る

生
産
コ
ス
ト
低
減
等
の
支
援

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
方
は
。

　

現
在
作
付
し
て
い
る
作
物

に
加
え
、
江
差
町
の
温
暖
な

気
候
を
生
か
し
た
高
収
益

作
物
の
模
索
が
必
要
と
考
え

る
。
指
導
機
関
や
Ｊ
Ａ
等
と

連
携
し
た
新
た
な
高
収
益
作

物
の
調
査
、
研
究
が
必
要
と

考
え
る
が
、町
の
考
え
方
は
。

　

国
で
は
こ
の
米
価

変
動
に
対
応
で
き
る
よ
う
稲

作
農
業
の
体
質
を
強
化
す
る

た
め
、
体
質
強
化
緊
急
対
策

事
業
を
平
成
26
年
度
補
正
予

算
で
事
業
化
し
た
。
当
町
に

お
い
て
も
直
ち
に
町
内
農
業

者
に
本
制
度
を
周
知
し
、
助

成
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
米

の
相
対
取
引
価
格
に
つ
い
て

は
、
米
の
作
付
生
産
数
量
目

標
は
、
平
成
30
年
以
降
、
米

の
直
接
支
払
い
交
付
金
が
廃

止
さ
れ
る
た
め
、
行
政
に
よ

る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
に

頼
ら
ず
と
も
生
産
者
自
ら
が

生
産
量
を
判
断
で
き
る
よ
う

各
種
制
度
の
活
用
も
含
め
、

行
政
、
生
産
者
、
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

農
業
者
の
コ
ス
ト
低
減
に

対
す
る
支
援
策
は
、
立
茎
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
等
の
町
の
振
興
作
物
に

つ
い
て
支
援
を
行
う
産
地
生

産
力
強
化
総
合
支
援
事
業
を

平
成
23
年
度
か
ら
４
年
間
の

制
度
設
計
で
実
施
し
て
い

る
。さ
ら
に
４
年
間
延
長
し
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
費

用
や
、
水
道
料
、
堆
肥
や
苗

の
購
入
費
用
、
江
差
土
地
改

良
区
に
対
す
る
厚
沢
部
川
か

ん
排
事
業
償
還
金
の
負
担
軽

減
を
図
る
。
ま
た
、
農
業
経

営
基
盤
安
定
対
策
事
業
と
し

て
、
５
年
間
の
農
業
機
械
導

入
助
成
事
業
と
、
３
年
間
の

農
業
共
済
掛
金
助
成
事
業
の

２
本
立
て
で
制
度
化
し
た
。

こ
れ
ら
事
業
の
両
輪
で
農
業

者
の
経
営
基
盤
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、新
規
作
物
の
試
験
、

研
究
に
つ
い
て
、
平
成
12
年

か
ら
檜
山
南
部
地
域
で
始

ま
っ
た
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
等
と
い
っ
た
新
規
振
興

作
物
に
つ
い
て
、
生
理
障
害

要
素
の
究
明
な
ど
各
種
調
査

を
関
係
の
専
門
機
関
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
実
施
し
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
地
域

農
業
者
や
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
十
分

話
し
合
い
と
検
証
の
も
と
、

新
た
な
作
目
の
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

　

今
後
、
試
験
研
究
の

予
定
は
あ
る
の
か
。
関
係
機

関
と
の
協
議
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　

立
茎
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
中
心
と
な
り
、
支
援

し
て
い
る
状
況
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
ま
だ
有
力
な
作
物
は

出
て
き
て
い
な
い
。
作
物
、

品
種
の
選
定
や
、栽
培
方
法
、

生
理
障
害
の
研
究
等
、
農
業

者
特
に
こ
れ
か
ら
地
域
を

担
っ
て
い
く
若
手
農
業
者
の

意
見
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
も
十

分
協
議
を
進
め
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
あ
る
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
の
検
討

を
加
え
な
が
ら
、
産
地
生
産

力
総
合
支
援
事
業
な
ど
で
の

支
援
が
出
来
な
い
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

立茎アスパラガス
（鰔川町）

町
長

再産
業
振
興
課
長

ブロッコリーの収穫作業
（中網町）

塚
本　

眞  

議
員
（
無
会
派
）

「
江
差
町
に
お
け
る
農
業
振
興
に
つ
い
て
」
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地
域
支
援
の
な
か
で
、
見

守
り
や
住
民
参
加
型
の
事
業

の
内
容
、
計
画
等
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
事
業

は
。

　

27
年
度
は
、
各
町

内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
と
の

懇
談
を
通
じ
、
高
齢
者
の
困

り
ご
と
等
の
ニ
ー
ズ
把
握
を

行
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
認

定
者
へ
の
通
所
介
護
と
訪
問

介
護
が
、
介
護
給
付
か
ら
地

域
支
援
事
業
に
移
行
し
、
多

様
な
形
態
の
サ
ー
ビ
ス
で
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
地
域
の
実
情
、
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
等
か
ら
ど
の

よ
う
な
支
援
や
体
制
が
望
ま

し
い
の
か
、
特
に
日
常
生
活

支
援
に
お
い
て
行
政
だ
け
で

は
支
え
き
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
、
地
域
住
民
の
知
恵
と
力

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

の
立
ち
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

　

高
齢
者

の
問
題
は
高
齢
者
の
も
の
と

考
え
る
の
で
は
な
く
、
高
齢

者
本
人
は
も
と
よ
り
、
地
域

住
民
全
体
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
、
そ
う
い
う
き
っ
か
け

と
な
る
情
報
提
供
や
、
研
修

の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
住
み
よ
い

地
域
作
り
に
は
、
行
政
と
地

域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、
議
員
は

じ
め
、
地
域
の
方
々
の
力
、

知
恵
を
借
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
及
び
シ
ス
テ
ム

の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

日
頃
参
加
が
難
し
い
女

性
、
主
婦
や
若
い
マ
マ
さ
ん

等
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
自
由
な
立
場
で
知
恵
や
発

想
を
聞
い
て
み
て
は
い
か
が

か
。

　

女
性
や
子
ど
も
の

視
点
は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の

テ
ー
マ
の
設
定
や
一
歩
踏
み

出
し
て
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け

る
等
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

き
た
い
。

　

女
性
の
立
場
か
ら
望

む
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

女
性
が
気
軽
に
参
加
し
、
発

言
で
き
る
機
運
を
高
め
る
こ

と
も
大
事
。
子
ど
も
の
自
由

な
発
想
を
作
文
等
で
募
集
し

て
は
ど
う
か
。

　

高
校

生
等
、
子
ど
も
た
ち
の
懇
談

の
場
を
設
け
る
、
或
い
は
札

幌
江
差
会
等
の
外
の
視
点
か

ら
の
声
に
も
耳
を
傾
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
検
討
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
ハ
ッ
と
す

る
よ
う
な
発
想
や
女
性
の

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
出
て

く
る
意
見
等
、
皆
さ
ん
の
声

を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
き

た
い
。

か
、
30
年
後
の
江
差
に
責
任

を
持
て
る
判
断
か
、
を
基
準

に
考
え
て
議
論
を
し
て
き

た
。
今
後
も
こ
の
思
い
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
職
員
と
議

論
を
交
わ
し
な
が
ら
も
一
丸

と
な
っ
て
、
将
来
に
誇
れ
る

町
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
所

存
で
あ
り
、
町
議
会
議
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

ン
ト
も
な
る
べ
く
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
を
心
が
け
て
き

た
。
そ
の
中
で
少
子
高
齢
化

や
、
人
口
減
少
の
進
行
と
い

う
大
き
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
こ
の
町
を
何
と
か
し

た
い
と
い
う
町
民
の
江
差
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
て

き
た
。
私
の
責
務
は
こ
の
町

民
の
思
い
を
一
つ
に
ま
と
め

上
げ
、
町
政
や
町
づ
く
り
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。
就
任
１
年
目
か
ら

２
年
目
に
入
る
本
年
度
、
江

差
町
創
生
元
年
と
し
て
各
種

施
策
の
具
体
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
私
自
身
に
行
政
経

験
は
な
い
が
、
副
町
長
や
教

育
長
を
始
め
町
職
員
一
人
一

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
や
っ
て
来
れ
た
と
も

思
っ
て
い
る
。
時
に
は
私
と

町
職
員
の
間
で
意
見
を
戦
わ

せ
る
事
も
あ
り
、
じ
ょ
っ
ぱ

り
町
長
だ
と
感
じ
て
い
る
町

職
員
も
い
る
は
ず
。
し
か
し

そ
れ
も
町
民
の
た
め
に
な
る

　

町
政
を
担
う
立
場
に
な
っ

て
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
心

境
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

　

昨
年
８
月
に
就
任

し
て
１
年
が
過
ぎ
、
江
差
出

身
で
は
な
い
が
、
こ
の
１
年

間
で
よ
り
一
層
こ
の
町
が
好

き
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、

率
直
な
感
想
で
あ
る
。
町
政

懇
談
会
は
取
り
や
め
た
が
、

そ
の
分
で
き
る
か
ぎ
り
町
民

と
の
懇
親
や
交
流
の
場
に
参

加
し
て
き
た
。
行
事
や
イ
ベ

３
月
に
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
。
追
分
会
館
に
追
分
関
係
者
が
集

ま
り
、率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

照
井
町
長
就
任
後
、
一
次
産
業
（
農

業
・
漁
業
）
関
係
者
と
の
ま
ち
づ
く

り
懇
話
会
や
、
町
職
員
と
の
世
代
別

懇
談
会
等
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け

て
い
る
。

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
長

再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

小
梅　

洋
子  

議
員
（
無
会
派
）

「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

「
一
年
を
経
過
し
て
」

「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
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寄
附
金
に
目
標
を
定
め
て

い
る
の
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
チ
ラ

シ
以
外
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

特
産
品
の
商
品
開
発
の
取

り
組
み
は
。

　

目
標
は
、
何
よ
り

も
江
差
町
の
Ｐ
Ｒ
や
町
内
の

経
済
活
動
が
活
発
化
し
、
波

及
し
て
い
く
こ
と
。
最
終
的

に
は
雇
用
や
起
業
に
結
び
付

け
た
い
。

　

周
知
方
法
は
、
株
式
会
社

サ
ト
フ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
周
知
等
と
併
せ
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
、

雑
誌
等
の
媒
体
を
通
じ
て
広

く
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
き
た
。
ま

た
、
機
会
あ
る
ご
と
に
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
る
が
、
更
な
る

Ｐ
Ｒ
や
周
知
に
つ
い
て
各
方

面
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

な
が
ら
、
検
討
、
実
施
し
て

い
き
た
い
。

　

商
品
開
発
は
、
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
を
活
用
し

た
、
側
面
か
ら
の
支
援
を
目

的
に
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
、
町
内
３
事
業
者

が
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。　

金
額
は
目
標
を
立
て

る
べ
き
で
は
。

　

役
場
や
姥
神
ま
つ
り
等
で

の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け
る

等
、取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

　

商
品
開
発
は
、
お
菓
子
等

は
で
き
な
い
の
か
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
等
イ
メ
ー
ジ
作
り
も

大
事
で
は
。

 

ふ
る
さ

と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け

る
こ
と
等
検
討
し
て
い
る
。

町
民
を
巻
き
込
ん
で
の
Ｐ
Ｒ

は
検
討
の
時
間
を
頂
き
た

い
。

　

商
品
作
り
は
、
お
菓
子
類

も
含
め
、
新
た
な
商
品
構
成

を
考
え
て
い
る
。
特
産
品
開

発
事
業
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

包
装
用
紙
等
の
デ
ザ
イ
ン
等

も
対
象
に
し
て
い
る
。

　

目
標
金
額
は
公
の

場
で
発
信
は
し
て
い
な
い

が
、
試
行
錯
誤
の
部
分
も
あ

る
。
来
年
度
に
向
け
て
目
標

を
掲
げ
て
い
き
た
い
。

　

多
目
的
広
場
の
人
工
芝
へ

改
修
の
考
え
は
。

　

多
目
的
広
場
の
夜
間
照
明

設
置
の
考
え
は
。

　

合
宿
や
大
会
誘
致
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

人
工
芝
に
は

概
算
で
２
～
３
億
円
か
か

り
、
将
来
的
な
課
題
。
現
在

の
天
然
芝
を
出
来
る
限
り
良

好
な
状
態
に
管
理
で
き
る
よ

う
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

照
明
設
備
は
、
利
用
状
況

と
必
要
性
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
り
、
工
事
費
は
最
低
で

も
１
千
万
円
単
位
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

各
施
設
の
管
理
を
十
分
進

め
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
し
、
合
宿

や
大
会
の
誘
致
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

有
料
施
設
で
あ
り
、

整
備
を
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
で
は
。
対
応
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
。

　

大
会
誘
致
は
、
経
済
波
及

効
果
の
面
も
あ
る
。
そ
れ
を

試
算
し
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。

　

他
（
地

区
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
等

に
学
び
な
が
ら
、（
専
門
家

の
）
技
術
的
指
導
を
頂
く
等

の
機
会
を
設
け
て
い
き
た

い
。

　

合
宿
の
経
済
波
及
効
果
は

試
算
し
た
経
過
は
な
い
が
、

あ
ら
あ
ら
の
数
字
は
出
て
く

る
（
還
暦
野
球
大
会
で
は
約

３
百
万
円
等
）。

　

合
宿
に
対
す
る
助

成
や
支
援
制
度
等
、
政
策
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

     

　

現
在
、

具
体
的
な
支
援
は
な
い
。
バ

ス
で
の
送
迎
や
運
動
公
園
の

利
用
へ
の
便
宜
等
の
支
援
を

打
ち
出
せ
ば
促
進
に
繋
が
る

可
能
性
は
あ
る
。
制
度
設
計

で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
。

政
的
な
負
担
が
大
き
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
拠
点
整
備

を
進
め
る
上
で
改
め
て
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

江
差
町
市
街
地
活
性

化
の
提
案
書
に
書
か
れ
た
多

く
の
課
題
を
誰
が
ど
う
や
っ

て
考
え
て
実
行
し
て
い
く
の

か
。

  

か
も
め

島
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出

は
、
道
の
駅
構
想
、
子
ど
も

の
遊
び
場
等
ソ
フ
ト
事
業
を

中
心
と
し
た
提
案
。
民
間
の

お
力
を
お
借
り
し
議
論
を
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庁

内
関
係
課
と
施
策
の
実
現
に

向
け
て
い
き
た
い
。

　

港
湾
エ
リ
ア
、
観
光
エ
リ

ア
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
整
備
に

お
け
る
具
体
的
な
計
画
は
。

　

島
上
の
老
朽
施
設
に
つ
い

て
、
早
急
に
改
善
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
か
も
め
島
を
中
心
と
し

た
南
埠
頭
一
帯
は
今
後
の
観

光
振
興
や
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
べ
き
拠
点
と
し
て
、
任
期

中
に
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

島
上
の
老
朽
施
設
は
、
景

観
上
ま
た
南
埠
頭
を
含
め
た

拠
点
整
備
を
進
め
る
上
で
支

障
と
な
っ
て
い
る
物
件
。
所

有
者
が
個
人
で
あ
る
た
め
、

行
政
が
公
金
を
使
っ
て
解
体

撤
去
す
る
こ
と
の
是
非
や
財

９月下旬に運動公園多目的広場で行われたサッカー交流
試合のようす。授業、練習や試合等で年間延べ 174 日、
9,837 人が利用している。

江差追分全国大会で、受付場所のそばにふる
さと応援寄附金のコーナーが設けられた。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

教
育
長

再社
会
教
育
課
長

再
再社

会
教
育
課
長

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

西
海
谷　

望  

議
員
（
無
会
派
）

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
に
つ
い
て
」

「
運
動
公
園
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
」

「
か
も
め
島
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
」
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退
院
迫
ら
れ
た
行
き
場
の

な
い
高
齢
者
の
状
況
を
把
握

し
て
い
る
か
。
施
設
等
の
待

機
状
況
は
。

　

介
護
施
設
、
高
齢
者
住
宅

施
策
等
、
総
合
的
な
対
策
が

急
が
れ
る
。
町
の
考
え
は
。

　

都
度
対
応
し
て
い

る
が
、
全
体
的
な
実
態
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

介
護
施
設
等
の
待
機
状
況

は
約
百
人
の
申
込
者
が
お

り
、
病
院
か
ら
施
設
に
入
所

す
る
の
は
困
難
な
状
況
。
共

通
す
る
課
題
を
集
約
し
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
使
っ
て
手
立
て
を
取
れ
れ

ば
。
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が

必
要
で
は
。

　

医
療
、

介
護
の
連
携
は
勉
強
会
等
の

機
会
を
設
け
な
が
ら
、
そ
れ

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

相
談
に
来
た
部
分
で
の
実

態
は
押
さ
え
て
い
る
が
、
解

決
が
で
き
な
い
部
分
は
地
域

ケ
ア
会
議
で
の
課
題
と
し
て

い
る
。

　

町
営
住
宅
に
相
当
の
空
き

が
あ
る
。
入
居
者
募
集
す
る

の
か
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

の
か
。　

老
朽
化
が
激
し
く

か
つ
修
繕
規
模
が
大
き
い
も

の
は
募
集
停
止
、
そ
れ
以
外

は
随
時
入
居
頂
い
て
い
る
。

今
後
も
そ
の
よ
う
に
取
り
進

め
た
い
。

　

戸
数
が
何
戸
あ
り
、

空
き
が
何
戸
あ
る
の
か
。
募

集
停
止
の
位
置
付
け
は
。
政

策
空
家
と
は
。
南
が
丘
は
比

較
的
新
し
い
が
、
修
繕
と
募

集
の
状
況
は
。

 

423
戸
の
う

ち
入
居
が
336
戸
。
87
戸
が
空

家
と
な
っ
て
い
る
。
大
規
模

修
繕
が
そ
の
う
ち
58
戸
で
、

６
割
を
占
め
て
い
る
。

　

政
策
空
家
の
位
置
付
け
は

し
て
い
な
い
。
修
繕
は
現
在

住
ん
で
い
る
人
が
優
先
さ

れ
、
そ
の
後
空
家
を
修
繕
し

て
い
る
状
況
。

　

大
規
模
修
繕
等
の

計
画
的
な
目
途
は
。

　

南
が
丘
は
２
階
建
て
で
、

階
段
が
急
で
高
齢
者
向
け
の

住
宅
で
は
な
い
。
そ
う
い
う

実
態
を
知
っ
て
い
る
か
、
ど

う
考
え
る
か
。

　

入
居
者
の
高

齢
化
は
進
ん
で
い
る
。
南
が

丘
は
階
段
が
急
だ
と
い
う
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
改

築
と
い
う
方
向
に
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
住
み
替

え
等
を
検
討
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

財
政
状
況
等

も
あ
り
足
踏
み
状
態
だ
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
が
、
計
画

的
な
修
繕
が
ど
う
や
れ
る
の

か
を
含
め
、
来
年
度
の
予
算

以
降
少
し
ず
つ
反
映
し
て
い

き
た
い
。

　

10
年
後
の
ベ
ッ
ト
数
が
南

檜
山
で
45
％
削
減
と
い
う
試

算
が
出
て
い
る
。
南
檜
山
医

療
圏
の
江
差
町
民
に
と
っ
て

大
事
な
問
題
。
町
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　

道
が
２
次
医
療
圏

ご
と
に
病
床
数
の
推
計
を
行

い
、
必
要
病
床
45
・
6
％
削

減
と
報
道
さ
れ
た
。
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
で
実
情
を

踏
ま
え
た
協
議
を
行
っ
て
い

く
と
説
明
し
て
お
り
、
10
月

上
旬
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ

る
。

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
地
域
医
療
を
守

る
こ
と
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
医
療
機
関
や
関
係
団

体
と
協
議
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
は
地
域
住
民
の
声
を
反

映
で
き
る
よ
う
通
達
さ
れ
て

い
る
が
、
メ
ン
バ
ー
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
医
療
自
給

率
の
改
善
、
地
域
で
病
院
に

か
か
ろ
う
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
、
町
長
の
所
見
は
。

      

　

会
議
の

メ
ン
バ
ー
は
、
各
町
の
首
長

及
び
関
係
医
療
機
関
の
院

長
、
介
護
施
設
の
施
設
長
等

が
入
っ
て
い
る
。

　

函
館
の
病
院

に
行
く
な
と
い
う
強
制
は
で

き
な
い
が
、
地
域
の
医
療
機

関
に
か
か
っ
て
頂
く
こ
と

等
、
深
い
議
論
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

町営住宅南が丘第１団地。１棟４戸２階建ての８棟 32 戸で、
そのうち入居しているのは 24 戸。昭和 51 年から 53 年に
かけて建設された。このような２階建ての町営住宅は南が丘だ
けに見られ、高齢者には不便な造りとなっている。

他
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に

つ
い
て
」
を
質
問
し
て
い
ま
す
。

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
長

再

健
康
推
進
課
長

副
町
長

町
長

再

財
政
課
長

再
再

財
政
課
長

副
町
長

小
野
寺  

真  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
退
院
迫
ら
れ
る
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
」

「
入
院
ベ
ッ
ト
大
幅
削
減
の
国
の
計
画
に
つ
い
て
」

「
町
営
住
宅
に
つ
い
て
」



議会だより11

9 月定例会　一般質問

　

昨
年
、
町
内
女
性
団
体
か

ら
の
要
望
事
項
は
ど
の
よ
う

な
対
処
が
さ
れ
た
の
か
。

　

茂
尻
児
童
公
園
に
つ
い

て
、
整
備
計
画
、
地
域
利
用

者
と
の
話
し
合
い
、
冬
期
間

の
公
園
の
あ
り
方
は
。

　

女
性
団
体
か
ら
の

要
望
事
項
は
、
今
後
検
討
す

る
と
い
う
回
答
を
し
て
い

る
。

　

安
全
性
の
確
保
か
ら
維
持

管
理
に
努
め
、
老
朽
化
し
た

遊
具
の
補
修
や
撤
去
を
優
先

的
に
進
め
て
い
く
。そ
の
後
、

全
体
的
な
整
備
計
画
を
策
定

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

茂
尻
児
童
公
園
は
、
既
存

施
設
の
補
修
を
進
め
、
新
た

な
遊
具
等
は
整
備
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
（
利
用
者
と
）
こ
れ
ま
で

話
し
合
い
の
経
緯
は
な
い

が
、
町
内
会
等
を
通
じ
意
見

を
聞
く
こ
と
を
今
後
検
討
し

た
い
。

　

冬
期
間
の
利
用
に
つ
い

て
、
冬
場
の
子
ど
も
の
遊
び

場
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

逆
川
森
林
公
園
に
つ

い
て
、
熊
の
注
意
喚
起
対
策

は
し
て
い
る
か
。
案
内
な
ど

が
な
い
。

　

芝
は
綺
麗
に
し
て
い
る
が
、

ト
イ
レ
や
遊
具
等
の
継
続
的

な
管
理
、整
備
を
す
べ
き
で
は
。

　

利
用
者
へ
の

注
意
喚
起
の
看
板
は
設
置
し

て
い
き
た
い
。
出
没
情
報
等

も
共
有
化
を
図
り
対
策
を
講

じ
た
い
。

　

管
理
委
託
し
て
い
る
団
体

か
ら
施
設
の
補
修
等
の
要
望

が
あ
っ
た
。こ
れ
を
確
認
し
、

全
体
的
な
公
園
管
理
と
し
て

補
修
・
撤
去
を
進
め
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

茂
尻
児
童
公
園
の

駐
車
場
の
整
備
、
確
保
は
で

き
な
い
か
。

　

雪
山
を
利
用
し
た
期
間
限

定
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
は

で
き
な
い
か
。

　

茂
尻
児
童
公

園
の
駐
車
場
を
新
た
に
設
け

る
の
は
不
可
能
と
考
え
て
い

る
が
、
消
防
本
部
の
駐
車
場

を
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
周

知
看
板
等
の
設
置
を
考
え
た

い
。

　

雪
山
に
関
し
て
は
、
安
全

性
を
ク
リ
ア
で
き
な
け
れ
ば

短
期
間
で
も
厳
し
い
。
検
討

課
題
と
し
た
い
。

　

町
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
調

査
、
把
握
し
て
い
る
か
。

　

本
町
に
お
け
る
子

ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
実
態

調
査
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
国
や
道
で
進

め
ら
れ
る
子
ど
も
の
貧
困
に

関
す
る
具
体
的
な
制
度
施
策

を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
も
可

能
な
限
り
対
応
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

１
人
親
家
庭
は
江
差

で
何
世
帯
か
。
江
差
の
貧
困

化
率
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　

１
人
親

家
庭
は
正
確
な
数
字
で
は
な

い
が
、
平
成
22
年
の
国
勢
調

査
の
数
値
を
参
考
に
す
る

と
、
江
差
で
は
約
95
世
帯
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯

が
約
110
世
帯
。
こ
の
世
帯
は

何
ら
か
の
形
で
困
っ
て
い
る

世
帯
だ
ろ
う
と
捉
え
て
い

る
。

　

受
け
る
資
格
が
あ
る
の
に

受
け
て
い
な
い
児
童
生
徒
は

い
な
い
か
。

　

い
つ
で
も
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

就
学
援
助
は

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
校

給
食
費
や
学
用
品
等
の
一
部

を
援
助
す
る
制
度
。
保
護
者

に
対
し
て
は
毎
年
周
知
を
行

い
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

と
い
う
文
書
を
配
布
し
て
お

り
、
漏
れ
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

申
請
は
、
原
則
年
度
当
初

の
４
月
。
年
度
途
中
の
申
請

も
可
能
。
今
後
と
も
制
度
の

周
知
を
徹
底
し
、
保
護
者
の

経
済
負
担
を
軽
減
し
、
家
庭

生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
た

い
。　

申
請
書
は
児
童
か
ら

親
へ
渡
す
の
か
。
多
忙
な
た

め
に
申
請
す
る
時
間
が
な

い
、
羞
恥
心
か
ら
申
請
を
た

め
ら
う
家
庭
は
い
な
い
の

か
。

   

全
生
徒
、

児
童
に
配
布
し
て
い
る
。
学

校
で
の
取
扱
い
は
、
当
該
児

童
生
徒
に
劣
等
感
を
抱
か
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
申
請

事
務
の
際
は
十
分
配
慮
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

（上）現在使用でき
ない逆川森林公園の
遊具。補修されない
まま現在に至ってい
る。

（右）茂尻児童公園
に設置されている大
型遊具。近年、茂尻
児童公園はこの遊具
の設置、トイレの改
修が行われた。

町
長

再財
政
課
長

再
再

財
政
課
長

町
長

再

町
民
福
祉
課
長

教
育
長

再学
校
教
育
課
長

小
林
く
に
こ  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

「
公
園
整
備
に
つ
い
て
」

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
」

「
就
学
援
助
に
つ
い
て
」
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懸
案
課
題
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
動
か
す
必
要
が
あ

る
。
総
体
的
な
考
え
方
は
。

　

難
し
い
懸
案
や
相

当
の
時
間
を
要
す
る
懸
案
が

山
積
し
て
い
る
中
、
町
単
独

で
の
課
題
の
解
決
は
困
難
と

想
定
さ
れ
、
地
元
選
出
の
国

会
議
員
や
、
道
議
会
議
員
さ

ら
に
は
地
元
商
工
会
や
経
済

団
体
等
多
方
面
か
ら
の
お
力

添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
課
題
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ど
ん
な
町
と
し
て
後

世
に
継
承
す
る
の
か
。
魅
力

を
生
か
し
た
先
見
性
の
あ
る

町
づ
く
り
が
急
務
で
は
。

　

必
要
に
応
じ
て
調
査
費
を

付
け
町
を
大
き
く
動
か
す
べ

き
。

　

財
政
的
な
見

通
し
、
優
先
度
も
含
め
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

調
査
費
に
つ
い
て
は
、
内

部
で
検
討
を
積
み
上
げ
て
い

き
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
江
差
線
廃
線

に
伴
う
道
路
整
備
調
査
費
が

予
算
付
け
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

　

財
政
再
建
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
基
金
等
の
有
効
利
用
を

真
剣
に
考
え
て
い
く
べ
き
。

　

歩
道
橋

に
代
わ
る
道
路
新
設
と
、
砂

川
か
ら
椴
川
に
か
け
て
の
国

道
と
旧
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
概
略
設
計
を
補
正
案
件
と

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は

ど
こ
に
道
路
を
付
け
る
か

等
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。

  

か
も
め

島
の
急
カ
ー
ブ
解
消
等
、
協

議
の
課
題
に
つ
い
て
動
き
出

し
て
い
る
。

　
（
基
金
は
）
前
町

長
の
苦
労
の
賜
物
と
認
識
し

て
い
る
。
油
断
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
財
政
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
し
か
し

な
が
ら
前
に
事
業
を
進
め
て

い
く
の
が
手
腕
の
見
せ
所
と

思
っ
て
い
る
。知
恵
を
絞
り
、

色
々
な
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
、
町
政
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
に
対
す

る
、
町
と
し
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
所
見
は
。

　

商
工
会
が
策
定
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
や
事
業
計
画
の

提
案
を
待
っ
て
、
今
後
町
と

し
て
商
工
会
側
と
一
定
程
度

協
議
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
最
大
限
民
間
の
力
を
借

り
た
施
設
の
整
備
、
運
営
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
議
員
の

意
見
を
踏
ま
え
、
上
町
の
再

生
の
拠
点
と
し
て
道
筋
を
付

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

こ
の
跡
地
は
非
常
に

大
事
な
場
所
。
こ
の
あ
り

方
、
使
い
方
は
極
め
て
重

要
。
町
の
意
見
も
出
す
べ

き
。

　
（
新
地
交
差
点
の
）
実
際

の
調
査
設
計
や
測
量
は
ど

う
な
っ
て
る
の
か
。

　

地
域
商

業
自
立
促
進
支
援
事
業
の

補
助
を
得
て
の
事
業
は
、
江

差
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
、
町
の
再
生
に

と
っ
て
好
機
だ
と
思
っ
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
町
の
人
た

ち
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
一
定
の
計
画
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

　

新
地
の

交
差
点
は
町
か
ら
函
館
建

設
管
理
部
へ
要
望
し
て
い

る
。
今
年
度
中
に
測
量
調

査
、
設
計
ま
で
実
施
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

　

江
差
線
の
廃
線
の

後
は
極
め
て
公
共
性
の
高

い
施
設
を
と
考
え
る
が
。

　

地
域
の

声
が
上
町
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
商
工
会

と
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

9 月定例会　一般質問

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
、
旧
鉄

口
旅
館
跡
地
、
そ
の
中
間
に

位
置
す
る
旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル

の
再
利
用
計
画
と
法
華
寺
通

り
商
店
街
整
備
は
、
中
心
市

街
地
活
性
化
対
策
の
重
要
な

拠
点
整
備
と
考
え
る
が
。

　

商
工
会
が
策
定
す

る
事
業
計
画
を
踏
ま
え
、
上

町
全
体
の
必
要
な
施
設
等
に

つ
い
て
相
談
さ
せ
て
頂
き
た

い
。
旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル
の
再

利
用
計
画
及
び
法
華
寺
通
り

商
店
街
の
整
備
も
、
商
工
会

が
策
定
す
る
計
画
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

検
討
だ
け
で
は
事
業

は
で
き
な
い
。
町
と
し
て
民

間
に
提
案
す
べ
き
。

　

民
間
の
意
向

も
吸
い
上
げ
し
、
十
分
心
し

て
対
応
し
た
い
。

町
長

再副
町
長

再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

建
設
水
道
課
長

再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再副
町
長

建
設
水
道
課
長

更 地 に な っ て
い る 旧 鉄 口 旅
館跡地（上）
解 体 工 事 中 の
旧 江 光 ビ ル 跡
地（右）。

室
井　

正
行  

議
員
（
無
会
派
）

「
江
差
町
の
懸
案
課
題
に
対
し
て
」

「
旧
鉄
口
旅
館
跡
地
の
有
効
利
活
用
に
対
す
る

　
　
　
　

江
差
町
の
対
応
と
要
請
に
つ
い
て
」

「
江
差
町
の
懸
案
課
題
に
対
し
て
」
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【補正予算】

◇一般会計
　・町道除雪対策　　　　　　　　 　　 ３，２３３万９千円（全額一般財源）
　・町道江差中学校通り改良舗装　　　  ２，７１８万２千円（地方債他）
　・ふるさと応援寄附金　　　　　　　  　８８９万３千円（その他特定財源他）
　・未利用町有地等売却促進対策 　　　　 ７０９万９千円（全額一般財源）
　・ナマコ養殖施設（浮沈式生けす）整備事業補助　　５００万円（道支出金他）
　・ナマコ増殖施設（浮体式いかだ施設）整備事業補助　４００万円（道支出金他）
　・平成 26 年度障害者自立支援給付費国庫・道費負担金返還　３７５万５千円（全額一般財源）
　・ＪＲ江差線廃線に伴う道路整備概略調査設計　　３００万３千円（全額一般財源）
　・江差地域漁業振興緊急対策（ナマコ養殖試験種苗購入補助）２１２万円（道支出金他）
　・社会保障・税番号制度各種経費（ＶＰＮ装置・カード交付・印刷システム）　１６３万１千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国庫支出金他）
　・町営住宅南が丘第１団地耐力度調査 １２７万５千円（国庫支出金他）
　・南が丘小学校多目的ホール床暖房ボイラー改修　８２万１千円（全額一般財源）
　・海岸漂着物対策推進　８１万９千円（道支出金他）
　・町表彰式（名誉町民表彰）　　７１万８千円（全額一般財源）

◇介護保険特別会計　　　　　　　　　　　
　・平成 26 年度介護給付費負担金等返還　　
　　　　　　　　　　　 ９９２万８千円（全額一般財源）

◇水道事業会計
 　・配水設備拡張費　　６０８万８千円

町道江差中学校通り改良舗装など
１億1,467万１千円を補正

９月 14日～ 15 日　第３回定例会

　９月定例会では、町道江差中学校通り改良舗
装、町道除雪対策、ふるさと応援寄附金、未利
用町有地売却促進対策などの予算補正が行われ
ました。議員は、内容などについて質疑し、今
後の方針等について確認しました。

車道舗装と歩道舗装、横断排水、駐車場の工事を予定している江差中学校通り

歩道橋の撤去も調査の対象となっている（Ｊ
Ｒ江差線廃線に伴う道路整備概略調査設計）

ナマコ増殖に使用する浮体式いかだ
（ナマコ増殖施設整備事業補助）

昨年、江差中学校の生徒によるかもめ島
清掃のようす（海岸漂着物対策推進事業）

問：ふるさと応援寄附金対策につ
　　いて、委託業者の手数料が高
　　いのでは。加工商品等は町内
　　で買えるのか。
答：手数料は 12％で契約しており、
　　３割程度が町に残る計算とな
　　る。加工品等は多岐に亘って
　　おり、それぞれの業者等で買
　　うこととなる。
問：南が丘第１団地耐力度調査は
　　他の住宅はしないのか。
答：同じ年度の棟があればそのう
　　ち１棟だけ実施すればいいい
　　ことになっている。
問：バス停等の乗り降り場所の除
　　雪対策は。
答：歩道やバス停は出来るだけ朝
　　の除雪が終わり次第対応して
　　いる。バス停はバス会社で回っ
　　ている状況もある。

議員から質疑！
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議会の動き
7月29日
◆江差町ほか2町学校給食組合議会第2回定例会
8月18日
◆第5回臨時会（出席12名）
◆議員会臨時総会（出席12名）
　・会長、副会長の選出について
◆H26年度各会計決算審査特別委員会（出席10
　名）
　・委員長、副委員長の選出について
◆広報特別委員会（出席5名）
　・委員長、副委員長の選出について
8月28日
◆江差町ほか2町学校給食組合議会第3回臨時会
◆南部桧山衛生処理組合議会第2回定例会
◆檜山議長会・渡島檜山議長会連絡会議（乙部
　町）
9月2日
◆議会運営委員会（出席5名）
　・第3回定例会について
◆全員協議会（出席12名）
　・公有地売却促進について
　・JR江差線廃線後のインフラ整備について
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・事務調査について
9月8日
◆社会文教常任委員会（出席5名）
　・事務調査について
◆議会運営委員会（出席4名、欠席1名）
　・第3回定例会について
9月14～15日
◆第3回定例会（出席12名）
◆H26年度各会計決算審査特別委員会（出席10
名）
　・審査日程、方法、現地視察等について
9月16日
◆議員会清掃活動
　・かもめ島前浜の清掃
10月6日
◆総務産業常任委員会（出席6名）
　・新幹線を活用した産業振興に関する事務調
　　査について
10月15日
◆広報特別委員会（出席4名、欠席1名）
　・議会だより発行の考え方について
　・11月号議会だよりについて
10月19日
◆檜山広域行政組合議会第2回定例会
10月21～23日
◆H26年度各会計決算審査特別委員会（出席10
　名）
10月21日
◆全員協議会（出席12名）
　・日本で最も美しい村連合加盟について
　・北前船寄港地フォーラムin江差・道南の開
　　催計画について
　・ＪＲ江差駅周辺用地（公営住宅建設用地）
　　のゾーニングについて
　・江差町地域おこし協力隊員の採用について
◆広報特別委員会（出席５名）
　・11月号議会だよりについて

議会だより 14

全員協議会を開催しました

清掃活動を行いました
～江差町議員会～

　江差追分全国大会を目前にした９月 16 日、江差町議
会議員会（会長：室井正行）がかもめ島の清掃活動を
行いました。江差を
訪れる観光客や追分
関係者の皆さんが、
気持ちよく江差で過
ごして頂きたいとの
思いから実施しまし
た。

　９月２日、10 月 21 日に全員協議会が行われました。
その内容についてお知らせします。

・公有地売却促進について
　公有地売却促進に関する奨励制度の概要について説明が
あった。
≪制度の主な内容≫
　・町有地等を購入し１年以内に町内の業者で住宅建設し
　　た者に対し、販売価格の 30％を現金で交付。
　　子育て世帯には加算がある。
・ＪＲ江差線廃線後のインフラ整備について
　江差駅があったことを偲ばせるモニュメントを設置し、
実際に駅で使用されていた備品等を展示し、観光客等の誘
客施策を展開することを検討していく。

・日本で最も美しい村連合加盟について
　NPO 法人「日本で最も美しい村」連合に江差町の加盟が
正式承認された。照井町長が長野県木曽町で開催された臨
時総会に出席し、加盟の挨拶に立った。北海道での加盟町
村は、美瑛町、赤井川村、鶴居村、標津町、京極町、黒松
内町、滝川市江部乙、江差町の８町村となった。
　※日本で最も美しい村連合とは・・・フランス発祥の活動を模範と
して2005年に設立。小さくともオンリーワンを持つ農山漁村が加盟し、
美しい村のシンボルマークを目印として、将来にわたって美しい日本
を目指す。
・北前船寄港地フォーラム in 江差・道南の開催計画について
　次回の北前船寄港地フォーラムを江差で開催したいこ
と、石川県加賀市で行われるフォーラムに出席することを
町長から説明。
・ＪＲ江差駅周辺用地（公営住宅建設用地）のゾーニングについて
　公営住宅建設位置、交流広場の設置、分譲地等の位置関
係等の異なる３案について、図面を提示し説明を行った。
・江差町地域おこし協力隊員の採用について
　追分観光課に配置する協力隊員１名について資料を提出
し、業務等について説明。

９月２日

10 月 21 日

清掃活動には町長、副町長、教育長も参
加しました。


